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はじめに 

 

児童福祉部では「学びあい、育ちあい、ひびきあう」を普遍的なテーマとし、２０２０年

度は各園が自立しながら専門性を高め合うことを目指して、園ごとに抽出した重点課題（目

標）に取り組みました。今年度の３園の取り組み結果と分析につづき、各園の自己評価を添

付しました。結果を踏まえて改善を図り、今後も質の高い教育・保育、職場環境づくり、地

域貢献に努めてまいります。 
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Ⅰ 認定こども園モモ 

 

何かに夢中になっている時、大好きな友達と遊んでいる時、不思議な

ものに出会ったとき、なにかを発見した時、何かに挑戦している時・・・

喜びや幸せだと感じる瞬間は人それぞれ違うものです。輝き方もひとり

ひとりちがうものです。だからこそ、自分たちの思い描く保育を実現さ

せるためには、こうあるべきという固定観念にとらわれることが無いよ

う、子どもの思いや、保護者の思い、社会の情勢にも視野を広げ、自分

の感覚だけを頼りにした保育にならないように取り組んできました。 

今年度はコロナ禍の中で今まで通りが通用しない場面に幾度となく

直面しました。その都度、その物や、体験すべきことで育まれることは

何か？代替できることはあるのか？問い直しの1年でもありましたが、

保育の営みの中で大切にすべきこと、自分たちが大切にしたいことを認

識する機会にもなりました。そのような園生活をご紹介する機会である

法人祭カシオペア祭が中止となり「子どもの日」と形を変え実施しまし

た。子ども達の思いと、保育者の独創性や創造性の発揮により、こども

達とともに作り出している、保育環境の紡ぎだしを可視化しました。 

幼児教育・保育の質を具体的に支える、園組織の在り方や保育者の営

みを、たゆまず新たに問いつつ取り組まれる日常の検証こそが教育・保

育の質を高め、また深める実践へと繋がると考えました。 

認定こども園教育保育要領を土台に作成された、自己評価ツールを使

用し今年度も事業報告を行います。 

 

 

 

 

『自己評価を実施する方法』 

１， 実施したデーター提供をする。 

２， 分野ごとに該当部署が記録を行う。 

３， 分担した評価のなかで自立的な評価を行い、副主幹 2 名によ

り取りまとめ評価を行う。 

４， 最終段階で園長と主幹が加わり、どうしてこのような評価に

なったかを、オープンクエスチョンで問いかけていく。 

 

『事業計画へ』 

１． 評価後は計画につなげる。 

２． その際に優先順位をつける。 

３． アクションプランを立案。実行できる計画をする。 

４． 計画を実行するために必要な研修を決定 

 

１．研修計画の立案 

評価を行うなかで、自己、自園が見えてきました。必要な課題だけで

はなく、取り組んできた内容や結果に改めて直面することで、自己や自

園の成長を感じることができました。人的環境である保育者のひとり一

人の人間性を高めるためにも、学びあい育ちあう風土作りが大切です。

なにより心の動く保育を行い、学びが次の学びにつながる風土を作り続

けていきたいと思います。 
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2．課題の振り返り  

課題①「専門性を高める」 

・園内公開保育の実施 

園の質、保育の質の向上のため、園内での中堅層のマネジメント力が

問われている。H30年度に実施した他園の「公開保育」（市内「中堅研

修者」が参加）では互いの保育を客観的に観察する良さに気づき、その

翌年以降も乳児クラスで公開保育同様に他者の視点で園内公開保育を

続けた。昨年度のテーマである「整える」を念頭に、子ども理解に向け

た取り組みとして、振り返りの方法も、付箋を活用しながらワークし、

子どもの育ちを支える環境構成（物的環境・人的環境）の重要さを共に

整えていくことを課題にして取り組んだ。その結果、日々の保育の場面

を複数の目で見直していくことで“当たり前”に行なわれていた行為に

も根拠を持って答えられるかどうか等を改めて考え直し、実践に移して

いった。今年は模造紙やホワイトボートを使って可視化していくことで、

話し合いの内容を視覚的に捉えることができ、自分たちの目指す保育に

ついて、話がぶれずに集中する利点も手応えをして持つことができた。 

到達の視点として「楽しく記録が取れ、喜びをもって他者と共有す

る。語りたくなる保育者になれたかどうか」を示した来たが、保育者

が確実の保育を楽しみ保育を語る場面が増えてきている。 

 

課題②「連携」 

 ・保育者間・保護者、地域との連携 

子どもが昼寝をしている時間帯を活用し、保育園ナナの職員と合同で

「乳児保育 振り返り」の場を設けた。同じ乳児クラスの担当職員とし

て、子どもの生活の援助が中心となり、発達を促す保育になっていない

のではないか等、具体的な例を交えて、自分たちの目指す保育になって

いるのかどうかを話し合った結果、クラス内で連携出来て無い部分が両

園にあることが分かり、具体的な課題を見いだし取り組むことが出来た。 

また、育ちのプロセスを保護者や連携小学校教諭に伝えたり、養成校

の学生にも園を紹介したりする時にも活用できるよう、毎月の通信にて

学年ごとに記載することで成長を感じられるよう工夫しているが、当事

者意識を持ち読んでいないなど、職員の関心を広げていくことも連携の

上で課題が浮彫りになった。 

 

同法人 保育園ナナの職員と 

乳児クラスの振り返り 
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・人材育成（保育実習・職員研修） 

今年度の職員研修は新型コロナ感染症対策として、研修主催者が中止

したものが多く、例年通りの研修の機会は減った。中には対面の研修か

らオンライン研修開催に切り替わったものもあったため、オンライン研

修に備えた整備を早急にした。 

特に感染症に関する研修ではオンラインの内容と同じものを一定の期

間、録画配信されたもの

があり、園内にて複数の

職員が“正しく、恐れる”

ことの大切さを学び、過

剰な消毒を見直せたと

いうメリットがあった。

マスクや消毒薬ペーパ

ータオルの不足など、物

品不足は感染症への恐

れを増大させ、頻繁な消毒が通常業務に加わったことで、職員の業務負

担、心理的負担も増大していった。そのため、研修内で感染症への正し

い認識や消毒について、職員間で共有できたことは、必要以上の業務や

心理的負担を軽減することにつながった。保護者だけでなく園児も入室

前の手洗いを徹底したことで、感染症の発症もなく、新しい生活様式が

定着してきたと言える。 

養成校からの実習生受け入れに関しては学校側の要望を受け入れて期間

や時間を短縮して実施した。受け入れ人数も年々増加している。 

また、多くの学生がホームページを見て園の良し悪しを判断するため、

ホームページの充実も引き続き課題としていきたい。 

 

 

・職員による報告会 

相模原市ステップアップ研修体系内の中堅Ⅱ期研修修了者による、園

内の取り組みの報告会が開催された。で研修受講者である主幹保育教諭

が、3年間の園内の取り組みを発表した。報告会同じ内容を全体会議に

て職員にも発表した。公開保育後の園の取り組み、現状、今後の展望を

まとめたものであるが、他園の職員が参観した「公開保育」を振り返り、

園での取り組みを可視化、保育者間の連携が組織としての質の向上に繋

がる事例を示すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン研修の様子 

市・報告会の様子 
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・養成校との連携 

新型コロナ感染症拡大対策として保育実習以外は学生が保育を体験

できる「ふれ合い体験」が中止となった。学生が園を選ぶ基準の中に養

成校の先生が園の保育内容を知っているか否かも大きな鍵である。学生

が安心して実習を受けたい、就職したいと思える園となるよう園内の人

材育成と関連付けて研修している。そのような取り組みが養成校に伝わ

り、福祉体験や実習生の受け入れ校からの依頼が増している。 

 

 

３．支援保育  研究・研修 

心理士による「発達相談」は 1 回目の緊急事態宣言後、感染対策を

しながら実施した。 

2 年目は心理士が定期的に訪問することで複数の園児に対して長期

的な育ちを見ていただくことが信頼感を築き、保護者だけでなく、職員

からの相談も増えていった。支援が必要な園児に対しての講師の具体的

なアドバイスは、園児の問題行動に注目しがちだったが、その子の良さ

に注目していく発達や支援の視点へと変化していった。 

1 年目は 13 回相談 28 件、2 年目は 8 回 16 件であったため、心

理士と共に相談に挙がった事例について、2年間を振り返る職員研修を

実施した。当日は、4 事例と 4 回に亘って実際に園児の変化を共有し

たことで、保育者としての関わり次第で園児の発達を助けていることを

実感できるという研修の目的を達することが出来た。 

今後も、支援が必要な園児の将来について考え、保護者と共に幼児期

にできる支援を考えられる保育者を育成していきたい。 

 

全体会議の様子 
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４．子育て広場 

・園庭開放 

今年度は緊急事態宣言下では園

庭開放を自粛し、市の許可が下り

たあと 9 月より再開した。解除後

は人数を1日2名に限定して予約

制をとした。園を遊び場として提

供するだけでなく、園児と共に遊

ぶ環境は地域の保護者にとって園

の教育保育内容を知る機会とな

る。来園した保護者にとっては、コ

ロナ禍での育児はストレスが強ま

り、保護者自身が出かける先を探していたことなど、地域の子育てニー

ズを知る機会になった。 

検温や手指消毒、問診票への記入をお願いするなど感染対策を取し、

利用者が減ると見込んだが、顔見知りの保育士者や担当者がいることで

保育者への気軽な相談も増え、園庭開放はリピーターが多くなっている。 

また、制作体験の講座は郵送にて案内する方法で対面形式を避け 

とり、地域との関わりが途絶えない工夫を施した。 

一時保育や子育て広場の問い合わせの中には「子どもの遊び場がない」

「子どもが家の中で体力を持て余している」「（母自身が）誰とも合わな

い育児にストレスを感じている。」等の声が多く聞かれました。問い合

わせの電話から、育児相談になるケースも多く、家族以外の者と話をす

ることが育児支援につながっていると実感でた。 

 

次年度は感染症の状況をふまえながら、園に出向く機会を設けるよう

計画を立てている。例年行ってきた「発達体操」は時期を 12月、1月

と後半にずらした開催とし、子どもの発達が気になっている保護者が親

子で体を動かしながら、子どもとの関わり方を学べ、園へと相談しやす

い関係につながる取り組みとしていきたい。 

園庭解放や広場の実施は、園選びの機会となることから、職員の受け入

れ対応や園児への関わり方も保育の質であるため、重要視していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て広場の様子 

子育て広場 「コースターづくり」参加希望者に郵送したもの 

職員研修「発達を促す保育とは」 

講師 辻あゆみ先生 
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５．事例提供 

・事例提供 1 

 

令和３年度 4月発行された新保育ライブラリー 

「子どもの健康と安全」の書に園にお  

ける保健安全について、園の事例を 

め執筆した。手にする対象が養成校の 

学生や新人保育者であるが、園の保育 

実践が事例として本に掲載されるこ 

とから、再度園の取り組みを見直す機 

会にもなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事例提供 2 

 保育者養成校の教科書作成において、大学研究者より 

保育場面の観察及び園職員への保育場面に対する質問を受けた。 

こちらも園の振り返りの機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草木染の最中に水があふれ、保育室の床が濡れました。 

子どもたちが主体的に動き出し片付け始めた場面。 

 

質問：この場面での担任の思いをきかせてください。 

担任の回答：この場面では意図的にこぼしたのではない為、ハプニン

グも子どもの教材だと考えました。その後の水量の加減や、床を乾い

た布で拭くことや、互いに助け合い行動するなど対処方法を学ぶ機会

だと思いました。 

 

研究者の目に留まった保育場面 

 
安全係  

ヒヤリハット記録の検証の様子 
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Ⅱ 認定こども園ピノ 

 

人間は、様々な人や環境と出会い成長していきます。園は、子ども

達が安心して過ごせる環境の中で、感じたことを自ら考え、行動する

ことのできる意志の力を育み、自分らしく社会で生きることの喜びや

自信を育む場でありたいと思います。２０２０年度は、コロナにより

社会が揺らぎ、様々な行動変容が求められました。子どもを囲む「ひ

と・もの・こと」の環境の質を保つために、そして、子どもの未来を

保障する私たち大人が、この変化をどう受け入れ行動するかが試され

る一年でした。コロナ禍だからではなく、コロナ禍だけれどできるこ

とがあるのではと試行錯誤し、教育保育のありようを検討してきまし

た。地域の方や高齢者との交流、公共の場（図書館や近隣のスーパー

等）に出かける機会は減り、園内の消毒や食事場所の分散、換気の徹

底等、常に感染対策に留意しながらの保育となりました。登園時の手

洗いや検温、分散での行事開催等は保護者の理解と協力により実施す

ることができ、子どもの育ちや保育の安全をともに支える地域や保護

者への情報発信と協働・連携の重要性を再認識する機会となりまし

た。 

1．２０２０年度の重点課題 

「一人ひとりの育ちのプロセスを大切にする保育の実現」                                

保育の質の向上においては、子どもの心に寄り添い、子どもの「や

りたい」を実現し、子どもと一緒に楽しみながら心が動く保育者を育

成するために５つのテーマで取り組んできました。しかし、子どもが

身近な「ひと・もの・こと」とかかわり、自ら育とうとする時、保育

環境不足による子どもの経験不足がみられました。次年度は、更に

「やってみたい」「面白そう」と子どもの心が動く保育環境作りを課題

とし、保育の質の向上と担い手である保育者の育成に取り組んでいき

ます。 

 

２．課題の振り返り                           

 課題①「研修」  

応答的な関わりを学ぶ研修（対話ツール、もくもくシートの使い方

と実践） 

対話ツールは、コーディネーターが使い方や要点を伝えながら、幼

児会議、ケース会議の場で用いた。対象児に対して、複数の職員から

事実を上げることで、多角面から子どもを捉える視点に繋がった。ま

た複数の職員で話し合うことで、子どもの育っている姿や育てたい姿

を共有し、同一の関わりをすることで子どもの安心や安定、自己発揮

する姿につながった。個々の子どもの課題を捉え、見通しをもって保

育に取り組むことができた。 

もくもくシートは、9 月の全体会で

事例に基づいたワーク研修を行った。

研修後、各クラスでは気になる子ども

の姿があった場合に、今後の取り組み

や課題を整理しながら子ども理解を深

めることに取り組んでいる。クラス内

グループワーク研修 
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でシートの書き方や観点が分からず、課

題や取り組みが見えてこない場合には 

ファシリテーターとなる主幹やコーディ

ネーターが入り、事実を捉える視点や子

どもの育っている姿、育てたい姿を考え

る機会を設けた。今後は、子どもにとって

相応しい人的・物的環境であるかという

視点を深め、他の保育者の多様な意見を取り入れながら自らの保育を

振り返る柔軟性と、発達を捉えて環境を構成する力を養っていく。 

課題②「語る時間の確保」 

 クラスの振り返りタイムや代表者会議で、気になる子を共有したり、

支援コーディネーターが中心となり「もくもくシート」を活用して保

育者間での語り合いを促進してきたが、保護者との意思の疎通や伝達

方法に職員の戸惑いが見られた。保護者の子育ての支援につながる援

助技術向上の取り組みが今後の課題である。また、子どもを肯定的に

捉えながら話し合う時、問題解決に繋がっていかないことがあった。

後半からはファシリテーターとグラフィッカーを立て、板書しながら

話し合いの道筋を明確にし進めていく

ことに取り組み、職員の誰もが意見を出

し合う場が作られた。次年度は更にファ

シリテーターが中心となって活発に語

り合い、深め合う風土を作り、職員一人

ひとりの内省と成長に繋げていく。 

 

 

課題③「園内公開保育・発達相談」  

０・１・2 歳児クラスにて、園長、主幹、指導教諭による園内公開

保育を行った。観察により各クラスの課題解決に向けた良さや問いを

見つけ職員と振り返りを行った。室内環境

や保育者の配置、子どもへの関わりを客観

的に伝えることで、職員の気づきや学びに

つながった。 

また今年度より、発達心理士の辻あゆみ

氏に単発での発達相談を依頼し、特別な支

援が必要な子どもの保育に関する専門的な

相談助言を得られる場を設けた。公開保育

および発達相談後の協議により、担当保育

者が子どもの何を育てたいかを考え環境や

保育内容を見直し実践する重要性に気づく

ことは、1 人ひとりの保育者の資質能力の

向上だけでなく、園全体の組織力向上につ

ながっている。 

  

課題④「指導者によるフォロー」 

 保育の具体的指導、助言を行う前に、室内の環境整備（玩具の配置

等）や保育の流れを整えることに課題があり、具体的な助言を実行に

移すことが難しい場面が多く見られた。職員が自ら考え、課題を掘り

下げる力を養い、子どもを中心に捉えた教育保育を実現するために、

まずは保育環境を整え、毎日のリズムの繰り返しを保育者が体得して

いくように園長、主幹や指導教諭が現場に入り指導実践していく。 

公開保育の様子 

グループワーク研修 

ファシリテーターと共に 
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課題⑤「職員間の連携」 

保育アプリ「キッズリー」のクラス投稿の共有や、活動写真の園内

掲示は、互いの保育を知る機会になっている。また年度末にかけ職員

間の保育交流を行い、進級後のクラスや乳幼児間で保育を知る機会を

設けたことで次年度への見通しを持つことができた。振り返りタイム

を十分に持てなかった等、事後の対応に課題が残ったため、連携を図

るための人員の確保や計画性が不十分であった面を次年度は改善する。 

 

3．コロナ禍の行事の取り組み 

教育保育展『ピノの日』の開催 

園では、保護者に園の取り組みや子

どもの育ちを伝え、成長の喜びを共有

する機会として、保護者参加行事に取

り組んでいる。感染対策のため、２０２

０年度は教育保育展『ピノの日』を例年とは違う形で開催した。 

『担任とめぐるお楽しみツアー』と

題し、担任が 3家族ずつ 6コーナーを

順路に沿って案内し、密を避ける工夫

をした。参加者からのアンケートでは、

楽しかった 68 票・園の取り組みがわ

かった 59 票・わが子の園での様子を

知ることができた 68 票・時間が短く

てもっと見たかった5票という評価があり、取り組みの成果があった。 

会議用アプリＺoomの活用による『ひなぎくパーティ』と『卒園式』 

 保護者参加の行事においては、感

染状況を鑑みて一律に中止するとい

う考えもあるが、園内で一つ一つの

行事の目的を話し合い、年長クラス

（ひなぎく）の『ひなぎくパーティ』

と『卒園式』は集大成の行事として実

現することを決めた。 

感染対策のため、『ひなぎくパー 

ティ』は会場を屋外（テラス）に設置し、参加者を保護者１名に限定、

初めてＺoom の同時配信を行った。配信中に音声が途絶えたり、画像

が固まる等のアクシデントもあったが、参加者アンケートでは「卒園式

には再び Zoom 配信を希望する」という声が最も多かった為、卒園式

に向けてパソコン環境を整え、再度同時配信を行った。 

卒園式後のアンケートでは、

「Zoom配信があって良かった。参

加できない保護者や祖父母も式の様

子を同じ時間に見ることができ、共

有することができた」「設定が難しく

て、なくてもよかった」等、意見は様々であったが、感想の記入欄では

園の挑戦を評価してくださる声や感謝の言葉が多数記入されており、子

どもの成長を共に喜びあうという行事を実現することができた。 

 

 

ひなぎくパーティの様子 

ピノの日の様子 

Zoom配信・卒園式 
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4．地域の子育ての支援 

子育て広場「ゆったりこ」 

 緊急事態宣言に基づく市からの通知によりほとんどの期間が中止と

なったが、9 月から 1 月までの実施期間においては、地域に開かれた

園として気軽に足を運べるよう、身近な素材である木の枝を用いた積み

木作り、羊毛ボールやクリスマスリース作り、オルガネッタ演奏会など

親子で楽しめる子育て広場を開催した。感染対策として入室前の検温・

健康チェック、保護者のマスク着用、玩具の配置や座る場所は距離を保

てる設定とし、参加人数や時間は縮小しつつ、コロナ禍で外出する機会

が減り、孤立や閉塞感を感じやすい状況

の今だからこそ、広場に集まった親子同

士が少しでも安らぎを感じ交流できる場

となるよう工夫した。 

相談内容やアンケートからは「子育て

広場を中止する園が多い中、保護者自身

が発散できずにいる」、「なかなか参加で

きるイベントがなかったのでよかった」

「雨が続いていたので、自由に過ごせる

環境が有難かった」「癒しの時間になった」など、開

催する意義が十分にあり、今後の感染症の動向に 

よってはリモートによる子育て広場開催やホーム 

ページでの配信等を活用し、非対面の方法も検討し

ながら地域の子育て支援の取り組みを継続してい

く。 

 

講座「オルガネッタ演奏」 

 

羊毛ボール作り 
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Ⅲ 保育園ナナ 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、例年と同じ

ような取り組みができず、連携施設認定こども園モモを中心に、法人内

の児童福祉部での話し合いを重ね、感染状況によって様々な行事の変更

をしてまいりました。 

子どもたちは日々学びながら、成長していきます。その育ちは、止め

ることのできない人としての大切な営みです。子どもを取り巻く私たち

大人が、どのような状況でも何が大事な事なのかを考え、環境を整え、

心地よい生活が送れるように最善を尽くすことが子どもたちの最善の

利益を保障できるのだと感じる一年となりました。 

これからの時代は、予測できない出来事が生じ、いかなる環境でも 

臨機応変に自分らしく生きていける力を育んでいきたいと思います。 

 

緊急事態宣言下での取り組み 

 

 

 

 

 

課題の振り返り  

１．課題の振り返り 

課題① 「法人理念に基づく 

保育方針の理解を深めると共に実践する」 

課題② 「業務の整理と効率化」 

今年度の前半は人材不足の問題もあり、日々の保育業務で研修時間の

確保が難しく、園内研修が計画通りに進まず、なかなか状況を変えられ

ずにいたところ、下半期より連携施設である認定こども園モモによる、

助言と指導の下、取り組みが始まりました。モモの主幹を中心に、職員

体制・一日の動き・保育内容・環境整備を行い、職員の動きや保育の流

れに変化が出てきました。 

・職員体制の改革 

業務内容の変更 

シフトや活動の流れに沿った業務内容となったことで、休憩時間

や事務時間の確保ができ、役割が明確であることもやりがいに繋

がりました。 

各自の業務内容の掲示 

可視化されることで、自他共に業務内容がわかり、互いにサポー

トしやすくなりました。                         

0.1 歳児クラスと 2 歳児クラスに分けての保育活動 

子どもの育ちを考慮し、年齢にあった主体的な活動に取り組めま

した。 

 

 

看板作り 

玩具作りハルジオンで染め 

畑の畝作り 

保育アプリでの配信・ハンカチ遊び・こいのぼり等 
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・環境整備 

事務室の配置換え 

モモ職員の指導の下、職員が作業しやすい環境に改善しました。 

休憩室の配置替え 

職員が休憩できるスペースを確保しました。 

収納場所の変更 

一目でわかりやすい収納になったことで、必要以上の在庫はおか

ないようにしました。 

 

・振り返り 

保育内容や職員の動き等、田の字ワークで可視化 

できていること・できていないこと・困っていることが明確に 

なったことで、どのように改善していくかを話しあえました。 

毎日の振り返り 

付箋を使い、毎日一人一人がよかったこと・出来なかったこと等

を記入して貼り、皆で共有していった。毎日することで、速やか

に改善できることが増えました。 

モモでの研修への参加 

保育を見直すためにワークを    

行い、互いの保育や悩みを共有

することができ、職員同士の交

流ができました。また、研修参

加者は、ナナの職員へ報告し、

取り組み方法を考えながら進

めていくことができました。 

 

3 つの取り組みをすることにより、皆でよくしていこうという気持ち

が行動に現れ、振り返り時に、発言する職員が増えてきました。また、

子どもたちのエピソードを楽しそうに語り合える時間となり、子ども理

解や保育の質の向上へ繋がっていくものとなってきています。皆で一つ

のチームとしてよい風土を作り上げていきたいと思います。 

 

課題③ 「入園児確保」 

４月当初の入園児数は６名。１９人定員中、17 名のスタートとなっ

た。昨年より 2 名多く入園。定員割れの期間は、一時保育の受け入れを

積極的に受け入れるべきところ、昨年度は、コロナ禍であったこともあ

るが、職員体制が整わず、受け入れができない状況となってしまった為、

実績を残せない一年となりました。 

 

 

 

 

 

 

冬の手仕事 壁掛け作り 

3 園合同研修 
連携施設認定こども園との研修 

ナナであそぼう ベビーマッサージ 

付箋を使った毎日の振り返り 
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また、園独自の子育て広場「ナナであそぼう」では、１１回の開催予

定中、１２月と１月の２回開催。参加者の方は、どこで子どもを遊ばせ

ようかとインターネットにて検索しながら過ごしていたことがわかり、

数名で集えた時間を有意義に過ごしている様子がみられました。外出が

制限される中、親子で自宅にいることでのストレスや友だちができない

不安感などを抱いている地域の方にとって、親子で集える子育て広場は

重要な役割を果たしていることを痛感しました。どんな状況であっても、

地域の方と繋がっていける方法を職員と共に考えながら、地域に根付い

た施設となるよう取り組んでいきたいと思います。 

  

2．年間行事 

同施設のオリーブナナとの交流を中止するが、カシオペア祭での写真

やメッセージなどを食堂に掲示してもらいました。直接交流できなくて

も、喜んでいただけることがわかり、次年度は、定期的にお届けできる

ように取り組んでいきたいです。 

≪オリーブナナと実施した取り組み≫ 

毎週月曜日のラジオ体操…中止 

行事で保育者と作った短冊のお届け・合同避難訓練(年２回)・食堂へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

カシオペア祭・保育園ナナにてクラスごとの参加 

オリーブナナへの掲示 

合同訓練(水消火器使用) 

夏のおまつり準備・短冊作り(ナナの庭よりヤマモモ収穫・和紙染め) 

庭の畑のお芋ほり 冬のおまつり オーナメント飾り付け 



 




























































































